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企業サイト

業績から見る事業構造変革配当方針
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イグアスの株式譲渡。
経営の最適化へ

2017年6月

アイ・ラーニング株式譲渡。
さらなる経営の最適化へ

2021年3月
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1800

売上高 営業利益 経常利益 利益 １株益（円）１株配（円）

24.3 65,194 4,422 4,549 3,187 50.86 23.5
25.3 69,868 6,155 6,314 4,603 74.19 33.5
26.3 76,019 7,308 7,469 5,353 86.34 42.0
27.3 79,500 8,745 8,845 6,045 99.63 50.0会社予想

業績（百万円）

割 安 度 収 益 度 成 長 度

7/24現在 14.6倍 3.54倍 24.3% 11.1% 4.6%会社予想ベース

予想売上高
伸び率

予想売上高
経常利益率予想ROEPBR予想PER参考指標

【業種】
情報・通信

【証券コード】
9889

【主要市場】
東証プライム

【決算】
3月末

今期は増収・2ケタ増益へ
営業利益率は11％予想

会社予想

中
堅
・
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
総
合
的
に
支
援
す
る
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。

「
ク
ラ
ウ
ド
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」「
超
高
速
開
発
」の
３
事
業
領
域
を
展
開
し
、

ス
ト
ッ
ク
収
入
の
拡
大
と
収
益
性
向
上
に
よ
っ
て
好
調
な
業
績
を
継
続
し
て
い
る
。

ま
す
ま
す
需
要
増
と
な
る
顧
客
企
業
の
Ａ
Ｉ
変
革
の
伴
走
支
援
に
注
力
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

中
堅・中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援

収
益
基
盤
を
着
実
に
広
げ

Ａ
Ｉ
で
成
長
を
加
速
す
る

https://www.jbcchd.co.jp/

証券コード ： 9889
ＪＢＣＣホールディングス

お客さまのAI変革を伴走支援する
「AI Native Company」へ
JBCCホールディングス　代表取締役社長　東上征司（ひがしうえ・せいじ）

将来を見据え事業構造変革を推進
収益性改善に注力、5期連続最高益を達成

配当性向45％以上
６期連続増配を計画

1株当たり配当金の推移 業績の推移

※25年4月1日付の株式分割の影響を考慮している。
※通期予想は26年7月24日時点のもの。

事業構造変革を推し進め、今期は売上高が前期比4.6％増、営業利益が同
19.7％増予想。収益性の向上を目指し、営業利益率は目標の11％を見込む。

　

オ
フ
ィ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
行
う
会
社
と
し

て
、
１
９
６
４
年
に
設
立
。
高
度
経

済
成
長
期
か
ら
、
産
業
の
情
報
化
を

支
え
る
会
社
と
し
て
60
年
以
上
の
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
。

　

83
年
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と
資
本
・
業

務
提
携
し
、
同
社
製
品
の
販
売
代
理

店
と
な
る
が
、
２
０
０
６
年
に
提
携

を
解
消
。
以
後
、
製
品
や
販
売
先
の

見
直
し
な
ど
の
事
業
構
造
変
革
を
重

ね
、
中
堅
・
中
小
企
業
（
売
上
高
規

模
５
０
０
億
～
２
０
０
０
億
円
）
向

け
に
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
総
合

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の
深
刻
化
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
を
防
御
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

製
品
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

同
社
は
た
だ
製
品
を
販
売
す
る
だ
け

で
な
く
、
定
期
的
な
診
断
と
、
攻
撃

を
受
け
た
際
に
速
や
か
に
復
旧
さ
せ

る
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ス
ト
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
継
続
的
な
売

上
高
の
伸
び
が
見
込
め
る
の
だ
。

　

ま
た
、「
超
高
速
開
発
」
と
は
、
文

字
ど
お
り
シ
ス
テ
ム
開
発
を
超
高
速

で
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
同
社
は
、

難
度
が
高
く
、
他
の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
で
は

手
に
負
え
な
い
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を

超
高
速
で
開
発
す
る
独
自
手
法
「
Ｊ

Ｂ
ア
ジ
ャ
イ
ル
」
を
確
立
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
早
く
完
了
す
る
だ
け
で
な

く
、
開
発
に
お
け
る
手
戻
り
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、
通
常
の
開
発
案
件

に
比
べ
て
利
益
率
が
非
常
に
高
い
。

「
ク
ラ
ウ
ド
」「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」

事
業
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
収
入
の
拡
大

と
、「
超
高
速
開
発
」
事
業
に
よ
る
収

益
性
の
向
上
で
、
成
長
カ
ー
ブ
が
上

向
き
続
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
追

求
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
将
来
に
向
け
成
長
カ
ー

ブ
を
さ
ら
に
鋭
角
化
す
る
た
め
、
顧

客
の
ビ
ジ
ネ
ス
発
展
に
欠
か
せ
な
い

Ａ
Ｉ
変
革
を
力
強
く
支
援
す
る
方
針

を
掲
げ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
自
社
が
Ａ
Ｉ

を
使
っ
て
社
内
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
働

き
方
を
再
設
計
し
、
そ
の
知
見
を
も

と
に
顧
客
の
Ａ
Ｉ
活
用
を
支
援
。
さ

ら
に
、
社
内
お
よ
び
顧
客
の
活
用
事

例
を
蓄
積
し
、
そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
と

す
る
Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
業

務
遂
行
の
た
め
の
基
盤
）
を
構
築
、

顧
客
が
自
分
た
ち
自
身
で
Ａ
Ｉ
変
革

を
推
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
伴
走

支
援
し
て
い
く
。

　

こ
の
伴
走
支
援
を
新
た
な
ス
ト
ッ

ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
追
加
し
、
成
長

の
ギ
ア
を
さ
ら
に
上
げ
る
戦
略
だ
。

　

同
社
の
売
上
高
に
占
め
る
ス
ト
ッ

ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
比
率
は
26
年
３
月
期

時
点
で
50
％
を
超
え
て
い
る
が
、
今

後
さ
ら
に
高
め
、〝
売
上
高
と
利
益
が

伸
び
続
け
る
仕
組
み
〟
を
よ
り
強
固

に
す
る
考
え
だ
。
顧
客
の
Ａ
Ｉ
変
革

へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

的
に
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
タ
（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
）
と
し
て
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
。

　

特
に
、
東
上
征
司
代
表
取
締
役
社

長
が
就
任
し
た
12
年
以
降
、
事
業
の

選
択
と
集
中
を
大
胆
に
行
い
、「
売
上

高
が
一
時
的
に
下
が
っ
て
も
成
長
の

基
盤
を
築
き
上
げ
る
」
と
い
う
経
営

判
断
を
下
し
た
こ
と
が
、
26
年
３
月

期
ま
で
５
期
連
続
最
高
益
と
い
う
現

在
の
好
業
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

大
企
業
向
け
に
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に
提
供
す
る
Ｓ

Ｉ
ｅ
ｒ
は
一
般
的
だ
が
、
同
社
の
よ

う
に
中
堅
・
中
小
企
業
向
け
に
提
供

し
て
い
る
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
は
極
め
て
珍
し

く
、
独
自
性
の
高
さ
が
競
争
力
の
源

泉
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

数
あ
る
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
も
、「
ク
ラ
ウ
ド
」「
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
」「
超
高
速
開
発
」
の
３
つ
を
注

力
事
業
分
野
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
今
後
の
成
長
を
加
速
さ
せ
る
効
果

が
期
待
さ
れ
る
事
業
ば
か
り
だ
。

　

ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

利
用
で
き
る
「
ク
ラ
ウ
ド
」
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、

運
用
ま
で
ト
ー
タ
ル
に
請
負
う
た
め

継
続
的
な
課
金
収
入
が
得
ら
れ
る
。

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
も
同
様
だ
。
ラ

中
堅・中
小
企
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援

独
自
路
線
を
進
む

３
つ
の
注
力
事
業
で

ス
ト
ッ
ク
収
入
を
拡
大

安
定
収
益
基
盤
を
確
立

Ａ
Ｉ
の
普
及
は
商
機

顧
客
の
変
革
に
伴
走
し

成
長
の
ギ
ア
を
上
げ
る

　

当
社
が
目
指
す
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
力
で
お
客
さ
ま
の
変
革
を
支

え
、
そ
の
実
現
・
成
果
創
出
に
伴
走

し
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

Ａ
Ｉ
が
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
進

化
し
、
企
業
経
営
に
不
可
欠
な
存
在

と
な
る
中
、
ま
ず
私
た
ち
自
身
が
変

わ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
全
社
で

「A
I N

ative C
om

pany

」
へ
の
変

貌
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
お
客
さ

ま
と
の
接
点
か
ら
経
営
分
析
ま
で
、

一
連
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
Ａ
Ｉ
で
再

設
定
し
、
自
ら
が
最
初
の
顧
客
「
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
ゼ
ロ
」
と
し
て
得
た
知

見
を
お
客
さ
ま
へ
の
価
値
提
供
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
中
堅
・

中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
支
援
で
培
っ
た
強

み
で
収
益
力
を
高
め
、
成
長
投
資
と

株
主
還
元
の
両
立
を
図
り
つ
つ
持
続

的
に
成
長
し
、
投
資
家
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　健全な財務基盤を維持しつつ、成長投資と株主還元を
両立しながら持続的に成長していく方針を掲げている。
現在進行中の中期経営計画では配当性向45％以上を目
標としているが、今期は50％を超える見通し。6期連
続増配となる年間50円を予定している。

　12年に東上社長が就任して以降、
販売する製品・サービスや販売先の
大胆な見直しを何度も実施。売上高
500億～2000億円規模の中堅・中
小企業に「クラウド」「セキュリテ

ィ」「超高速開発」を中心としたIT
ソリューションをトータルに提供す
る現在のビジネスモデルを確立した。
その結果、26年3月期まで5期連続
最高益と好調な業績に。

※25年4月1日付の株式分割の影響を考慮している。
※今期予想は26年7月24日時点のもの。
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